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第18回森の広場市民観察会

第18回森の広場市民観察会

　　第 3 代　五十嵐　正俊

　予てより真夏の｢チョウ｣が飛び交う頃にも｢観察会｣を開きたいと思っていた。日程の設定について

色々検討したのであるが、学校が夏休みになって間もない7月下旬では、先ず「やぶなべ総会」の日

程がある。8月に入れば青森市最大の｢イベント・ねぶた祭り」がある。そして8月のお盆がやってくる。

お盆過ぎの月末では学校に通っている子どもらは夏休みの宿題に没頭される時期であろう。となれ

ば、家族連れの参加を期待し、多数の｢チョウ｣が飛び交う日程となれば一般の家庭で墓参がほぼ終

わる17日くらいしか考えられなかった。

　開催日程を市の広報に掲載して貰うためには2カ月ほど前に原稿を送る必要がある。わざわざ開

催日の日程を決めるために｢やぶなべ役員会｣を開くまでも無いだろうと思いながら独断で日程を決

めていたのでした。

　最近ではハガキによる申込者

の数も増加傾向にあったのです

が、第18回に対しては3件ほどに

過ぎなかったのです。それがさ

らに直前にキャンセルの連絡も

あり、当日来られたのはわずか1

家族のみだったのです。せっかく

取材に来られた市内テレビ局の

方々には大変申し枠なかったと

思っています。それでも来られた

親子の方は喜んで昆虫を追いか

けておられました。天候が良ければ当日参加の方も何にかおられたのですが、8月17日は天候も悪

く、遥々墓参に来られたお客様の対応など多忙なご家庭も多かったのだろうと推察しています。主催

した者にとっては大いなる反省が必要でした。

　また、植物に｢名札｣を付ける問題については市長から｢その程度の予算は出しましょう｣との言質も

あり、文化スポーツ振興課で予算化して頂き若干の材料などを購入して頂きました。しかし、実際に設

置するためには大きさ、耐候性、植物1種当たりの必要経費など検討するべき問題があり、試行錯誤

も必要でした。

　例えば「森林博物館」の庭にある植物名は1種当たり3,000円とか4,000円と聞かされていました。

｢青森・草と木の会｣の調査で、森の広場には約400種の縮物が分布しているそうですので、1種当た

り数千円もする名札では単純に「消耗品扱い」も難しく、市長の意識外の金額であろうことは容易に

想像できます。
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写真1　観察会の模様。参加者は少なかったが、テレビ局数社の取材
　　　  があった
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　そこで、安く、取り外し可能な簡単な｢名札｣はな

いかいろいろ考えたのでした。植物名のリストの

整理については石郷岡さんの好意でプリント可能

なフアイルに整理して貰っておりますのでそのフア

イルを活かし、何とか安く作成する方法がないか

考えたのでした。

　「SUNDAY」の店舗に行った際には何か使え

そうな物がないか物色を始めました。先ず基板に

なる材料探しですが、普通のベニヤ板では耐候性

に問題があるだろうし、数量が多くなれば重量も

嵩みます。探し回っていたら｢プラダン｣というプラ

スチック製の「ダンボール」が目に入ったのです。

その｢プラダン｣を利用して何とか考えたのです

が、石郷岡さんのフアイルをそのままプリントすれ

ばＡ4版になってしまいます。それに市の方でラミ

ネート加工して呉れた物では大き過ぎたし、支柱

用に購入して呉れたのは｢ヒバ｣の3cm角材だっ

たのです。

　そのままでは使えそうに無かったのでした。それ

でさらに物色を重ねた結果、園芸用のポールが目

に付いたのです。また、フアイルのプリントもB5版用紙に複数(4コマ)枚印刷する手法が分り、それをL

版のラミネート・フイルムで加工して「グルーガン」(プラスチックの工作に用いる道具)で｢プラダン｣に

貼り付け園芸用のポールを取りけるか、木本類では紐（園芸用品のプラスチック製編みひも）または

針金（錆びないもの）で直接取り付ければ良さそうに思えた。ラミネート加工した名札は一冬屋外に放

置したが、耐候性に何ら問題はなかったのでした。

　園芸用のポールを取り付けた名札は簡単に差し込み取り外しが可能なので、草本類の様に季節ご

とに出現、あるいは消滅する草花に十分対応可能の様に思われました。グルーガンで貼り付けるアイ

デア、道具の提供は山道さんから教えて頂きました。皆様方のご協力を得て整備していけば｢青森市

民の憩いの森｣として十二分に機能して行くものと期待している。

　また、真夏の｢チョウ｣などの出現期の企画は7月下旬の｢やぶなべ総会｣の当日でも対応可能では

ないでしょうか？来春早々の第19回観察会の前に｢スミレ類｣を中心に名札のとりつけにご協力をお

願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2014．12．22)
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写真2　植物の名札。樹木の一例

写真3　同上。草本の一例


